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ス
ペ
イ
ン
を
凍
ら
せ
た
経
済
危
機

　

灼
熱
の
太
陽
、
情
熱
的
な
フ
ラ
メ
ン
コ
、
ど
こ
ま
で
も
「
熱
い
」

イ
メ
ー
ジ
の
ス
ペ
イ
ン
が
今
、
冷
え
込
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
発
の

住
宅
ロ
ー
ン
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
経
済
危
機
は
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
そ
し
て
ス
ペ

イ
ン
に
波
及
し
た
。

　
「
も
う
少
し
良
い
時
期
に
来
て
く
れ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
」
と
、

東
京
・
六
本
木
の
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ロ
マ
経

済
商
務
参
事
官
は
少
し
困
っ
た
顔
を
し
た
。

　

ユ
ー
ロ
圏
第
四
位
の
経
済
規
模
、
二
〇
〇
七
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世

界
第
八
位
だ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
一
一
年
に
は
十
三
位
へ
と
転
落
。

一
二
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
見
通
し
）
は
▲
一
・
五
％
、
失
業
率
は

な
ん
と
二
五
％
、
若
年
層
で
は
五
三
％
と
い
う
状
況
だ
。

　

住
宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
経
済
危
機
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
だ
が
、
同

時
に
太
陽
光
バ
ブ
ル
も
弾
け
た
─
─
。

　

国
内
資
源
は
水
力
と
若
干
の
石
炭
程
度
し
か
な
い
ス
ペ
イ
ン
で
は
、

戦
前
は
需
要
の
八
〇
〜
九
〇
％
を
水
力
発
電
で
賄
い
、
戦
後
は
ま
ず

国
内
炭
、
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
期
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
エ
ジ
プ
ト

か
ら
石
油
を
大
量
に
輸
入
す
る
と
同
時
に
原
子
力
に
力
を
入
れ
た
。

　

し
か
し
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
必
ず
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
」
と
、
同
じ
く
経
済
商
務
部
の
内
田
瑞
子 

投
資
・
産
業
協

力
担
当
ア
ナ
リ
ス
ト
は
言
う
。
国
内
炭
は
質
が
悪
く
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が

多
い
う
え
、
機
械
化
の
遅
れ
で
採
掘
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
。
石
油
は

七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
高
値
が
続
き
、
原
子
力
は
七
九
年

の
米
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
（
Ｔ
Ｍ
Ｉ
）
事
故
に
よ
り
国
民
の
間
に
原
子

力
に
関
す
る
不
安
の
声
が
出
て
き
た
と
い
う
。

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
原
子
力

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
五
一
年
に
原
子
力
委
員
会
が
発
足
、
積
極
的
に
原

子
力
を
推
進
し
て
き
た
が
、
八
二
年
反
原
子
力
の
社
会
労
働
党
政
権

が
誕
生
し
、
新
規
建
設
を
見
合
わ
す
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
発
令
。
し
か

し
九
〇
年
代
ス
ペ
イ
ン
が
再
び
経
済
成
長
期
を
迎
え
た
と
き
、
当
時

の
国
民
党
政
権
は
「
経
済
を
牽
引
す
る
た
め
原
子
力
を
許
容
し
よ

う
」
と
、
出
力
増
強
を
図
る
と
同
時
に
新
設
計
画
も
動
き
出
し
た
。

そ
れ
が
〇
四
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
延
命
、
つ
ま
り
基
本
四
十
年

ス
ペ
イ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エンデサ社がカナリア諸島のラ・グラシオサ島で展開する
再生可能エネルギーのプロジェクト（完成予想図） ⓒEndesa S.A.

右／スペイン大使館ラファエル・コロマ経済商務参事官
左／スペイン大使館経済商務部 内田瑞子 投資・産業協力担当アナリスト

の
運
転
期
間
は
安
全
を
確
認
で
き
れ
ば
延
長
し
て
も
い
い
が
、
新
設

は
認
め
な
い
、
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
一
年
末
の
政
権
交
代
で
経
済
重
視
の
国
民
党
が
返
り
咲
い
た
が
、

フ
ク
シ
マ
後
の
世
論
動
向
か
ら
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
続
い
て
い
る
。
し

か
し
、
石
油
輸
入
が
貿
易
赤
字
の
根
源
に
な
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
赤
字
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
な
か
、
政
府
と
し
て
は
「
少
し

で
も
原
子
力
で
稼
ぐ
」
し
か
な
く
、
八
基
の
原
子
力
発
電
所
を
設
備

利
用
率
八
〇
％
と
フ
ル
回
転
さ
せ
、
急
場
を
凌
い
で
い
る
と
い
う
。

日
本
に
先
立
つ
こ
と
十
八
年
、
一
九
九
四
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
＝Feed-in T

ariff

）
を
導
入
、

二
〇
一
一
年
に
は
再
エ
ネ
発
電
電
力
量
が
三
二
％
と
な
っ
た
ス
ペ
イ
ン
。

数
年
前
に
は
好
調
だ
っ
た
経
済
と
と
も
に
「
太
陽
光
バ
ブ
ル
」
と
も
言
わ
れ
た
が
、

高
す
ぎ
た
買
取
価
格
に
よ
り
電
力
会
社
は
莫
大
な
債
務
を
抱
え
る
と
同
時
に
、

そ
の
コ
ス
ト
は
電
気
料
金
に
転
嫁
さ
れ
、
料
金
が
急
騰
。

二
〇
一
二
年
一
月
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
一
時
凍
結
を
決
め
た
。

欧
州
に
飛
び
火
し
た
経
済
危
機
が
ス
ペ
イ
ン
に
も
及
ぶ
な
か
、

ス
ペ
イ
ン
大
使
館
を
訪
ね
、
そ
の
経
済
状
況
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

E
s
p
a
ñ
a

サンタ・マリア・デ・ガローニャ原子力発電所。1971年運転開始、
現在スペイン最古の原子力発電所であり、2013年7月に廃炉が決定している
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主
力
電
源
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

順
風
満
帆
の
風
力

　
「
原
子
力
は
今
後
も
維
持
し
て
い
く
が
、
私
た
ち
の
主
力
電
源
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
」
と
コ
ロ
マ
さ
ん
は
強
調
す
る
。
事
実
、

一
一
年
の
電
源
別
発
電
電
力
量
構
成
は
、
再
エ
ネ
が
三
二
％
と
、
天

然
ガ
ス
二
六
％
、
原
子
力
二
一
％
を
抑
え
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
。

　

八
〇
年
代
以
降
、
欧
州
で
環
境
規
制
が
強
ま
る
な
か
、
九
一
年
の

第
四
次
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
主
力
電
源

と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

再
エ
ネ
を
主
力
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
天
然
ガ
ス
と
揚
水
、

足
り
な
い
分
を
他
の
化
石
燃
料
や
原
子
力
で
補
お
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

理
由
は
二
つ
。
自
国
の
自
然
条
件
や
地
形
を
生
か
せ
る
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
育
成
し
た
い
と
い
う

狙
い
も
あ
っ
た
。
内
田
さ
ん
が
「
ス
ペ
イ
ン
は
日
本
の
三
分
の
一
の

身
の
丈
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、
人
口
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
電
力
消
費
量
も

三
分
の
一
。
し
か
し
国
土
は
一
・

三
倍
と
広
い
う
え
、
山
が
ち
の
日

本
と
異
な
り
八
割
が
平
地
で
、
立

地
場
所
に
困
ら
な
い
。
雷
も
台
風

も
少
な
く
、
何
よ
り
良
い
風
が
吹

き
、
日
照
時
間
が
長
い
。

　

九
四
年
に
は
再
エ
ネ
支
援
の
た

め
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（Feed-in T

ariff

）
を

導
入
。
ま
ず
成
功
し
た
の
は
風
力

だ
。
政
府
が
き
ち
ん
と
管
理
し
な

が
ら
タ
リ
フ
（
買
取
価
格
）
を

スペインの再生可能エネルギー大手アクシオナ社のウィンドファーム

フ
ェ
ノ
ー
サ
の
上
位
三
社
が
市
場
の
八
割

を
寡
占
。
送
電
は
系
統
運
用
会
社
Ｒ
Ｅ

Ｅ
（Red Electrica de Espana

）
が

一
手
に
担
い
、
い
わ
ば
「
高
度
な
気
象
予

測
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
需
給
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
ま
ず
二
日
後

の
風
力
発
電
量
を
一
時
間
単
位
で
予
測
し
、

十
五
分
ご
と
に
予
測
値
を
更
新
、
微
調
整

を
繰
り
返
し
、
足
り
な
い
分
を
他
の
電
源

か
ら
調
達
す
る
。
つ
ま
り
ス
ペ
イ
ン
で
は

「
再
エ
ネ
の
優
先
給
電
」
を
政
令
で
規
定

し
て
お
り
、
需
要
の
少
な
い
夜
間
に
は
風

力
の
電
気
が
六
〇
％
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
国
際
連
系
が
あ
る
の

で
再
エ
ネ
を
拡
大
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
際
連

系
依
存
は
四
％
。
今
後
さ
ら
に
再
エ
ネ
を
拡
大
す
る
に
は
、
国
際
連

系
も
必
要
で
、
送
電
線
強
化
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
内
田

さ
ん
は
言
う
。

　

ガ
メ
サ
を
は
じ
め
世
界
的
な
風
力
発
電
機
メ
ー
カ
ー
も
育
ち
、
ス

ペ
イ
ン
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
大
規
模
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
を
展
開

中
、
と
風
力
は
ま
さ
に
順
風
満
帆
だ
。

弾
け
去
っ
た
太
陽
光
バ
ブ
ル

　
「
こ
こ
で
終
わ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
次
に
あ
ま
り
話
し
た
く
な

い
太
陽
光
の
失
敗
が
あ
り
ま
す
」
と
、
内
田
さ
ん
は
顔
を
曇
ら
せ
る
。

　

実
は
〇
四
年
ま
で
太
陽
光
導
入
世
界
一
を
誇
っ
て
い
た
の
は
日
本

世界はいま――España
上／スペインの平野を走る送電線 ⓒREE

下／系統運用会社REEの再生可能エネルギーコントロールセンター「CECRE」

徐
々
に
下
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
十
一
年
か
け
て
導
入
量
を
二
十

倍
に
増
や
し
た
。

　
「
こ
れ
を
『
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
導
入
量
の
た
す
き
掛
け
の
原
理
』
と
呼
び

ま
す
」
と
内
田
さ
ん
。
タ
リ
フ
が
下
が
っ
て
も
企
業
が
設
備
コ
ス
ト

を
下
げ
て
い
っ
た
の
で
導
入
は
着
実
に
増
え
、
今
や
世
界
第
四
位
の

導
入
量
を
誇
る
。

　

聞
け
ば
、
こ
の
成
功
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
同
時
に
、
電
力
シ
ス
テ
ム

が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
。

　

再
エ
ネ
を
主
力
電
源
と
す
る
場
合
、
系
統
安
定
性
確
保
が
重
要
に

な
る
が
、
各
地
域
間
が
串
型
に
つ
な
が
る
日
本
と
異
な
り
、
ス
ペ
イ

ン
で
は
メ
ッ
シ
ュ
状
に
送
電
網
が
形
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
全
国

一
社
で
管
理
す
る
形
を
採
っ
て
い
る
。

　

〇
二
年
の
発
送
電
分
離
後
、
発
・
配
電
は
五
大
電
力
に
集
約
さ

れ
、
う
ち
イ
ベ
ル
ド
ロ
ー
ラ
、
エ
ン
デ
サ
、
ガ
ス
・
ナ
ト
ゥ
ラ
ル
・

天然ガス
26％

石炭
15％

再生可能
エネルギー
32％

原子力
21％

水力
12％

風力
16％

バイオマス 1％
太陽熱 1％
太陽光 3％

石油
5％

292TWh
（2011年）

スペインの電源別発電電力量構成

1TWh=10億kWh
出所：REE
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だ
。
〇
五
年
に
ド
イ
ツ
に
抜
か
れ
、
〇
八
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
に
も
抜

か
れ
た
が
、
一
一
年
に
は
日
本
が
逆
転
、
ス
ペ
イ
ン
は
三
位
に
落
ち

た
。
こ
の
間
ス
ペ
イ
ン
は
急
激
に
太
陽
光
バ
ブ
ル
が
起
き
、
崩
壊
し

て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

失
敗
の
原
因
は
「
〇
七
年
、
太
陽
光
の
タ
リ
フ
を
大
盤
振
る
舞
い

し
す
ぎ
た
か
ら
」
だ
そ
う
で
、
二
十
五
年
間
も
の
長
期
固
定
買
取

価
格
と
し
て
一
kWh
あ
た
り
四
十
四
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
（
当
時
約
七
十

円
）
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
価
格
を
設
定
。
当
然
市
場
に
は
新
規
参

入
者
が
殺
到
し
、
驚
い
た
政
府
が
翌
〇
八
年
、
年
間
買
取
量
に
上
限

を
設
け
、
価
格
引
き
下
げ
を
発
表
、
一
〇
年
に
は
年
間
稼
動
時
間
も

制
限
し
た
が
、
時
既
に
遅
し
。
当
初
の
導
入
目
標
は
一
〇
年
段
階
で
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き
ま
す
」。
内
田
さ
ん
の
熱
い
言
葉
に
、
コ
ロ
マ
さ
ん
も
「
も
と
も

と
ス
ペ
イ
ン
人
は
明
る
く
社
交
的
。
電
気
料
金
の
高
騰
は
人
々
の
生

活
に
影
響
し
、
楽
し
む
た
め
の
お
金
は
減
っ
た
。
し
か
し
私
た
ち
は

こ
う
し
た
危
機
は
初
め
て
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
は
高
い
潜
在
成
長

率
を
持
つ
老
練
な
国
。
必
ず
解
決
し
ま
す
」
と
、
最
後
に
よ
う
や
く

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

四
〇
〇
Ｍ
Ｗ
（
四
〇
万
kW
）
だ
っ
た
が
、
一
〇
年
に
三
八
〇
〇
Ｍ
Ｗ
、

一
一
年
に
は
四
四
〇
〇
Ｍ
Ｗ
へ
と
膨
れ
あ
が
っ
た
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
導
入
が
増
え
る
と
、
気
に
な
る
の
は
電
気
料
金
の

上
昇
だ
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
〇
三
年
に
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
、
ユ
ー

ザ
ー
は
規
制
料
金
と
自
由
料
金
を
選
択
で
き
る
が
、
九
割
以
上
が
規

制
料
金
を
選
択
。
自
由
化
以
降
、
高
騰
す
る
自
由
料
金
に
比
べ
規
制

料
金
は
低
く
据
え
置
か
れ
て
い
た
が
、
再
エ
ネ
増
加
で
急
上
昇
。
一

般
家
庭
の
一
カ
月
の
電
気
料
金
四
十
六
ユ
ー
ロ
の
う
ち
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
は
四
・
一
ユ
ー
ロ
、
約
九
％
と
い
う
の
が
公
式
発
表
だ
が
─
─

　
「
タ
リ
フ
赤
字
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
料
金
に
転
嫁
し
き
れ

ず
配
電
会
社
が
赤
字
を
被
っ
て
い
ま
す
」
と
内
田
さ
ん
。
配
電
会

社
は
約
二
百
四
十
億
ユ
ー
ロ
（
二
・
四
兆
円
）
の
累
積
赤
字
を
抱
え
、

さ
ら
に
買
取
期
間
終
了
ま
で
毎
年
三
十
億
ユ
ー
ロ
の
ペ
ー
ス
で
増
え

続
け
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
政
府
が

タ
リ
フ
設
定
を
間
違
え
た
こ
と
が
根
底

に
あ
る
が
、
〇
七
年
は
金
余
り
で
、
住

宅
ロ
ー
ン
危
機
で
逃
げ
て
き
た
投
資

フ
ァ
ン
ド
が
一
気
に
太
陽
光
に
向
か
い
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
金
融
商
品
化
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

タ
リ
フ
赤
字
解
消
の
た
め
、
政
府
は

一
二
年
一
月
、
再
エ
ネ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
一
時

凍
結
を
決
め
、
も
は
や
新
規
電
源
に
タ

リ
フ
は
つ
か
な
い
。
加
え
て
九
月
に
は

再
エ
ネ
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
発
電
に
よ
る

売
電
収
入
に
対
し
六
％
の
課
税
を
決
定

し
た
。

　

た
だ
、
風
力
は
既
に
グ
リ
ッ
ド
パ
リ

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子

写真提供：スペイン大使館

テ
ィ
（
既
存
電
力
コ
ス
ト
と
同
等
に
な
る
こ
と
）
の
達
成
が
近
く
、

タ
リ
フ
ゼ
ロ
・
課
税
六
％
で
も
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
動
い
て
い
る
。

風
力
が
採
算
ラ
イ
ン
に
乗
り
、
市
場
競
争
力
を
持
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
だ
。

観
光
か
ら
環
境
へ
、ス
ペ
イ
ン
の
逆
襲

　

現
在
、
発
電
電
力
量
で
風
力
は
一
六
％
、
太
陽
光
は
三
％
だ
が
、

「
今
後
一
〜
二
年
、
電
力
会
社
は
赤
字
解
消
の
た
め
新
規
投
資
も
で

き
な
い
。
こ
の
解
消
を
終
え
た
段
階
で
、
国
の
財
政
赤
字
も
あ
る
程

度
解
消
さ
れ
、
攻
め
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
コ
ロ
マ
さ
ん
。

　

国
内
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
凍
結
さ
れ
る
な
か
、
ス
ペ
イ
ン
の
再
エ
ネ
企
業

は
ほ
か
に
新
し
い
市
場
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
矛
先
は

日
本
に
向
き
、
既
に
数
社
の
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
は
日
本
に
拠
点
を
持

ち
販
売
を
開
始
。
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
投
資
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　
「
こ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
の
逆
襲
、
ま
、
黒
船
で
す
ね
」
と
内
田
さ
ん

は
笑
っ
た
。

　
「
財
政
赤
字
、
太
陽
光
バ
ブ
ル
の
崩

壊
と
、
今
ス
ペ
イ
ン
は
袋
叩
き
の
状
態

で
す
が
、
長
い
目
で
見
て
ほ
し
い
。
黎

明
期
に
は
い
ろ
ん
な
試
行
錯
誤
が
あ
る
。

か
つ
て
『
観
光
』
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
風
車
と
灼
熱
の
太

陽
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
『
環
境
』

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
環
境
大
国
を
め

ざ
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
果
敢
な
挑
戦
は
続

夜も稼動する「ヘマソラール集光型太陽熱発電所」。約2600枚の反射鏡が太陽光をタワー上部に集め、溶融塩タンクに蓄熱。
この熱で蒸気をつくりタービンを回して発電するというしくみ。トレソル・エナジー社により2011年運転開始

世界はいま――España

フェニックスソーラー社のソーラーパーク「ラ・ソラナ」
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37 56 83 129 200 289 4021 4346 4670 4995 5319 5664 5969 6293 6618 6942 7267
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当初計画（2005-2010）に比べ、
｢2011-2020」計画では野心的な目標を設定

実績

計画

太陽光発電の導入実績と計画

出所：IDAE PER 2005-2010, IDEA PER 2011-2020
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出所：日本エネルギー経済研究所


